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第１章
  

計画に対する基本的な考え方
 

 

１ 計画策定の背景と趣旨 

食は命の源であり、人が生きていくためには欠かせないものです。私たちは、長年

にわたる経験の中で、自らに最も適した食を知り、健全な食生活を実践してきました。

それはひとつの文化として、今日まで引き継がれてきました。しかし、少子高齢化や

核家族化の進行、ライフスタイルや価値観の多様化など社会情勢が大きく変化する中、

食習慣の乱れや栄養の偏り、食材の海外依存や安全上の問題、日本型食生活が崩れ始

めるといった問題が顕著化してきました。 

国では、生涯にわたって健康で豊かな生活を実現するため、食育を重要課題と位置

づけ、平成 17 年に「食育基本法」を施行、平成 18 年には「食育推進基本計画」を

策定し、食育を国民的な運動として推進してきました。また、県においても平成 19

年に「静岡県食育推進計画」、平成 23年に第２次計画である「ふじのくに食育推進計

画」を策定、県民運動として食育が推進されています。 

しかし、近年においては肥満や生活習慣病の増加をはじめとした食に関する様々な

問題が生じており、特に若い世代の食生活に関して栄養の偏りや朝食の欠食などの問

題点が指摘されています。 

三島市では、平成 20年に「三島市食育基本計画」を策定、平成 21年４月から「三

島市食育基本条例」を施行、平成 21 年３月に「食育推進都市宣言」を行い、市民が

自らの食を考え、食に対する知識や選ぶ力を身に付けられるよう、食育活動を推進し

てきました。また、あらゆる分野に健康の視点を取り入れる「スマートウエルネスみ

しま」による持続可能な“健幸”都市づくりに積極的に取り組んでいます。平成 23

年６月には、食育推進全国大会が三島市で開催され、平成 23 年３月 11 日に発生し

た東日本大震災後の大会として、食の大切さや食の安全に対する取り組みの重要性を

再認識する機会となりました。 

これらの取り組みの結果、「食育」という言葉は市民に広く浸透してきましたが、一

方で市民一人ひとりの食育の実践には課題もみられます。 

第２次計画では、これまでの取り組みを踏まえながらも、継続した課題や新たな課

題に対応するため、より一層、市民や地域、関係団体と連携し、ライフステージに応

じた間断ない食育の展開を強化することを目的に策定するものです。 
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食育とは 

食育とは、国民一人一人が、生涯を通じた健全な食生活の実現、食文化の継承、

健康の確保などが図れるよう、自らの食について考える習慣や食に関するさまざま

な知識と食を選択する判断力を、身につけるための学習などの取り組みのことです。 

食育基本法では食育を、 

①生きる上での基本であって、知育、徳育、体育の基礎となるべきもの 

②様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健

全な食生活を実践することができる人間を育てること 

と位置づけています。 

 

 

２ 計画の位置づけ 

本計画は、食育基本法第 18条第 1項に基づく市町村食育推進計画です。 

三島市として食育に関する基本的な事項について定めるものであり、三島市におけ

る関連計画等との整合を図るものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

第４次三島市総合計画 

【関連計画】 
○三島市健康づくり計画 

○三島市次世代育成計画 

○三島市高齢者保健福祉計画・ 
三島市介護保険事業計画 

○三島市地域福祉計画・地域福祉活動計画 

○三島市男女共同参画プラン 

○三島市環境基本計画 

○スマートウエルネスみしま アクシ
ョンプラン 

○三島市歯科保健計画 

第２次食育推進基本計
画（国） 

ふじのくに食育推進計
画（県） 

スマートウエルネス 

みしま 

 

 

食育基本法 

（平成17年7月施行） 

食育基本法 第 18条 

市町村食育推進計画 

前計画 

 

 

第２次三島市食育基本計画 
三
島
市 

食
育
基
本
条
例 
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３ 計画の期間 

本計画の期間は、平成 25 年度から平成 29 年度までの 5 年間とし、計画期間中に

状況の変化などが生じた場合には、必要に応じて見直します。 

 

年度 

 24 

(2012) 
25 

(2013) 
26 

(2014) 
27 

(2015) 
28 
(2016) 

29 
(2017) 

30 
(2018) 

31 
(2019) 

32 
(2020) 

33 
(2021) 

           
国 

 
         

           

静岡県 
 

         

           

三島市 

          

          

          

          

          

 

 

 

 

第２次食育推進基本計画（国） 

ふじのくにの
食育（県） 

第４次三島市総合計画 

三島市健康づくり計画 

第２次三島市食育基本計画  前計画 
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４ 計画の対象 

人は、そのライフステージにあった生活が必要であり、食生活や食習慣においても、

長い年月をかけて形成されるものです。そこで、ライフステージごと（胎児期・妊娠

期、乳幼児期、学童期・思春期、青年期、壮年期、高齢期）の特徴に合わせ、食育を

実践することが重要です。 

 

 

ライフステージ  めざすもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乳幼児期 
（０～５歳） 

学童期・思春期 
（６～18歳） 

青年期 
（19～39 歳） 

壮年期 
（40～64 歳） 

高齢期 
（65歳以上） 

胎児期・妊娠期 

望ましい食生活を実践し、食習慣の
基礎を身に付け、健全な心身の成長
を促します。 

食について関心を持ち、自ら食を選
択する力を身に付けます。 

生活習慣病予防に向けて自身は望ま
しい食生活を実践し、また、子ども
に対しては食の大切さを伝えます。 
 

生活習慣病予防に向けて、食生活を
見直します。 

バランスのとれた食事により、健康
寿命を延伸するとともに、次世代に
食文化を伝えます。 

健やかな子を産み育てるために、食
について学び、健康管理を行います。 
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第２章
  

食を取り巻く現状と課題
 

 

１ 前計画の評価 

三島市の現状に沿って施策を見直し、さらに効果的な食育を推進するため、前計画

の期間５年間の食育の推進に関する取り組みについて、数値目標の達成度で評価しま

した。 

 

   

●評価方法● 

評価は、直近値と計画策定時の値を比較し、以下のとおり評価しました。 

 

評価 基 準 

◎ 目標を達成した 

○ 目標は達成していないが改善した 

－ ほとんど変化していない（変化が 3ポイント以内） 

△ 悪化した 

 

 

なお、目標値は前計画策定当初に設定した平成 24 年度を目標とし、計画策定時の

値、直近値は以下の表記とします。 

 

 

● 計画策定時の値 
※１：平成 18年度の値 

※２：平成 19年度の値 

  

● 直近値 
※３：平成 23年度実績 

※４：平成 24年度 三島市の食育推進に関する調査結果 
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（１）前計画全体の評価 

評価は、前計画全体の推進目標（１項目）の評価を行いました。 

 

目標に対する評価と課題 

・食育に関心のある人の割合は、大きな変化がみられません。食への関心は、食育の

実践につながるため、食に対する興味や関心を高める啓発方法について再検討する

ことが必要です。 

 

指  標 計画策定時の値 目標値 直近値 評価 

食育に関心のある人の割合 

 75.2%※２ 90.0％以上 73.3％※４ － 

 

 

（２）前計画基本目標別の評価 

評価は、前計画の基本目標別の推進目標（16項目）の評価を行いました。 

 

①「健康な体を保つ」ために 

目標に対する評価と課題 

・自分の健康状態を「よい」「まあよい」「ふつう」と思っている人の割合は大きな変

化がみられません。個人の健康観の向上につながる食育の推進が求められます。 

・肥満（ＢＭＩ25 以上）の人の割合は、40 歳以上の男女ともに減少し、目標を達

成しています。また、肥満傾向の児童・生徒の割合も減少傾向にあり、健康づくり

の取り組みなどがあいまって、全体に肥満傾向が解消してきていることがうかがえ

ます。 

・メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の認知度は高くなっており、健康へ

の関心の高まりとともに知識が浸透していることがうかがえます。 

・朝食をとっている幼児・児童・生徒の割合は、大きな変化がみられませんが、20

歳以上の朝食を毎日食べる人の割合は増加しており、朝食の摂取に関する啓発活動

の効果がうかがえます。朝食欠食の理由をみると、「時間がない」ことが理由とし
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て多くあげられていますが、朝食摂取による効果や健康的な食習慣の必要性などを

今後も伝えていくことが求められます。 

・バランスのとれた食事に気をつけている人の割合は低くなっており、バランスのと

れた朝食をとっている幼児・児童・生徒の割合や食事バランスガイド等を参考に食

生活を送っている人の割合は、大きな変化がみられません。バランスのとれた食事

を実践するために、「食事バランスガイド」「食生活指針」などの指針等の活用を啓

発していくことが必要です。 

 

指  標 計画策定時の値 目標値 直近値 評価 

① 自分の健康状態を「よい」「まあよい」「ふつう」と思っている人の割合 

20歳以上 79.8%※２ 90.0％以上 80.6％※４ － 
     

② 肥満傾向の児童･生徒の割合 

 8.3%※１ 6.5％以下 7.1%※３ － 
     

③ 肥満（ＢＭＩ25以上）の割合 

40歳以上 男性 30.6％※１ 25.0％以下 23.8％※３ ◎ 

40歳以上 女性 26.0％※１ 20.0％以下 19.3％※３ ◎ 
     

④ メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）を認知している人の割合 

20歳以上 78.9%※２ 90.0％以上 86.3%※４ ○ 
     

⑤ 朝食をとっている幼児・児童・生徒の割合 

 97.6%※１ 100% 98.6%※３ － 
     

⑥ 朝食を毎日食べる人の割合 

20歳代 60.3%※２ 85.0％以上 68.3%※４ ○ 
     

⑦ バランスのとれた食事に気をつけている人の割合 

20歳以上 68.8%※２ 80.0％以上 63.5%※４ △ 
     

⑧ バランスのとれた朝食をとっている幼児・児童・生徒の割合 

 45.4%※１ 80.0％以上 43.8%※３ － 
     

⑨ 食事バランスガイド等を参考に食生活を送っている人の割合 

20歳以上 17.0％※２ 30.0％以上 19.5%※４ － 
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その他のアンケート調査結果 

○ 朝食を欠食する理由 

１位：時間がないから（30.9％） ２位：仕事などで時間が不規則だから（17.6％）、 

３位：食欲がないから、いつも食べないから（15.4％） 

 

○ 食事バランスガイドの認知度 

「言葉は知っているが、内容は知らない」35.3％ 

「言葉も内容も知っている」32.3％ 「言葉も内容も知らない」31.9％ 

 

 

 

②「豊かな心を育む」ために 

目標に対する評価と課題 

・「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつをしている人の割合は、大きな変化が

みられません。食事の際のあいさつの意味を知ることから、食への関心につなげる

教育が求められます。 

 

指  標 計画策定時の値 目標値 直近値 評価 

① 調理体験を実施している幼稚園・保育園の割合 

 調査実績なし 100％ 91.7%※３ 不能 
     

② 「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつをしている人の割合 

20歳以上 79.0%※２ 100％ 78.3%※４ － 

 

 

 

③「食の安全・安心」のために 

目標に対する評価と課題 

・食品の安全性に関する基礎的な知識を持っている人の割合は大きな変化がみられま

せん。安全・安心な食生活を送るために、食品の安全性に関する知識と理解を深め、

食を選択する力を育てることが必要です。 

 

指  標 計画策定時の値 目標値 直近値 評価 

① 食品の安全性に関する基礎的な知識を持っている人の割合 

20歳以上 61.3%※２ 80.0％以上 61.9％※４ － 
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④「食文化を守り、育てる」ために 

目標に対する評価と課題 

・学校給食における地場産物を使用する割合は増加しています。 

・“地産地消”の言葉を知っている人の割合は、8 割以上を占めており、目標を達成

しています。 

 

指  標 計画策定時の値 目標値 直近値 評価 

① 学校給食における地場産物を使用する割合 

食材数ベース 32.4%※１ 40.0％以上 38.0％※３ ○ 
     

② “地産地消”の言葉を知っている人の割合 

20歳以上 59.7%※２ 80.0％以上 84.3%※４ ◎ 

 

 

 

 

 

⑤「環境を未来に引き継ぐ」ために 

目標に対する評価と課題 

・食べ残しを減らす努力をしたり作りすぎに注意している人の割合は、8割以上を占

めているものの、計画策定時から大きな変化はみられません。このため、環境面や

食への感謝の念を育むためにも、環境にやさしい食生活を広めることが必要です。 

 

指  標 計画策定時の値 目標値 直近値 評価 

① 食べ残しを減らす努力をしたり作りすぎに注意している人の割合 

 90.8%※２ 100％ 88.0％※４ － 
     

② 買物袋を持参している人の割合 

 15.5%※２ 50.0％以上 85.4％※３ ◎ 
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２ 三島市の食育の現状と課題 

市民の「食育の認知度」「食育の関心度」「食育の実践度」の３点から、三島市の食

育の推進にかかる現状と課題をまとめます。 

この項目は、平成 24 年度に実施した「三島市の食育推進に関する調査」結果をも

とにしています。「三島市の食育推進に関する調査」の実施概要は以下のとおりです。 

  

 

「三島市の食育推進に関する調査」の実施概要 

① 調査の目的 

三島市食育基本条例に基づき「第２次三島市食育基本計画」を策

定するにあたり、市民の食に対する意識や三島市の現状を把握

し、計画策定のための資料とすることを目的とします。 

  

② 調査対象 無作為に抽出した 20歳以上の市民2,000 人 

  

③ 調査期間 平成 24年 6月 15日から平成 24年6月 29日 

  

④ 調査方法 郵送による配布・回収 

  

⑤ 回収状況 配布数：2,000通、有効回答数：1,004通、有効回答率： 50.2％ 

  

⑥ 調査結果の 

表示方法 

回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示し

てあります。また、小数点以下第２位を四捨五入しているため、

内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらい

の比率であるかという見方になるため、回答比率の合計が

100.0％を超える場合があります。 

クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有

効回答数の合計と単純集計（全体）の有効回答数が合致しないこ

とがあります。 
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（１）食育の認知度 

食育の認知度は、92.2％（「言葉も意味も知っている」「言葉は知っているが、意味

は知らない」をあわせた割合）となっており、市民の大半が食育という言葉を認知し

ている結果となっています。しかし、理解度として「言葉も意味も知っている」割合

は、他の年代に比べて男性の 30 歳代が低く、子育て中かこれから結婚する世代でも

あることから食育に関する理解を深めることが必要です。 

 

食育の認知度 

 

 

 

 

 

 

【性・年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：三島市の食育推進に関する調査 

N =

平成24年度調査 1004

平成19年度調査 747

54.5

46.1

37.7

40.8

6.7

10.3

1.1

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男性　20歳代 55

　　　　30歳代 60

　　　　40歳代 55

　　　　50歳代 73

　　　　60歳代 89

　　　　70歳以上 108

女性　20歳代 71

　　　　30歳代 99

　　　　40歳代 88

　　　　50歳代 100

　　　　60歳代 90

　　　　70歳以上 110

49.1

35.0

45.5

57.5

48.3

45.4

50.7

69.7

54.5

67.0

63.3

55.5

38.2

56.7

47.3

34.2

41.6

34.3

43.7

27.3

40.9

32.0

34.4

35.5

12.7

8.3

7.3

8.2

10.1

16.7

5.6

3.0

4.5

2.2

3.6

3.7

1.0

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

54.546.1 37.740.8 6.710.3 1.12.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も意味も知っている 言葉は知っているが、意味は知らない

言葉も意味も知らない 無回答

54.546.1 37.740.8 6.710.3 1.12.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も意味も知っている 言葉は知っているが、意味は知らない

言葉も意味も知らない 無回答
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（２）食育の関心度 

食育の関心度は、73.3％（「関心がある」「どちらかといえば関心がある」を合わせ

た割合）となっていますが、前回調査から大きな変化はみられません。前計画では、

子どもの食育に重点をおき、子どもから親へ、また、子ども自身の食育力を高めるこ

とを進めてきました。しかし、他の年代に比べて男性の 20 歳代は約４割と低くなっ

ており、食育の認知度が低いことも影響していることがうかがえます。認知度が低い

年齢層を対象として食育の関心を高めることが必要です。 

食育の関心度 

 

 

 

 

 

【性・年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：三島市の食育推進に関する調査 

26.432.4 46.942.8 15.712.7 5.33.9 5.05.4 0.72.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

関心がある どちらかといえば関心がある どちらかといえば関心がない

関心がない わからない 無回答

N =

平成24年度調査 1004

平成19年度調査 747 32.4

26.4

42.8

46.9

12.7

15.7

3.9

5.3

5.4

5.0

2.8

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男性　20歳代 55

　　　　30歳代 60

　　　　40歳代 55

　　　　50歳代 73

　　　　60歳代 89

　　　　70歳以上 108

女性　20歳代 71

　　　　30歳代 99

　　　　40歳代 88

　　　　50歳代 100

　　　　60歳代 90

　　　　70歳以上 110 32.7

38.9

36.0

23.9

40.4

25.4

24.1

18.0

20.5

14.5

15.0

9.1

55.5

41.1

43.0

54.5

49.5

52.1

44.4

46.1

46.6

41.8

48.3

32.7

6.4

15.6

13.0

18.2

6.1

14.1

14.8

19.1

17.8

20.0

25.0

32.7

1.8

2.2

1.0

2.0

4.2

6.5

9.0

9.6

18.2

5.0

14.5

1.8

2.2

6.0

3.4

2.0

4.2

8.3

5.6

5.5

5.5

6.7

10.9

1.8

1.0

1.9

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26.432.4 46.942.8 15.712.7 5.33.9 5.05.4 0.72.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

関心がある どちらかといえば関心がある どちらかといえば関心がない

関心がない わからない 無回答
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（３）食育の実践度 

食育の認知度は、約 9 割と高くなっているものの、食育を実践している人の割合は

49.2％（「積極的にしている」「できるだけするようにしている」をあわせた割合）に

留まっています。前回調査と比較しても実践している人の割合は減少しており、実践

していない理由として、忙しいことや食費に対する経済的理由が挙げられています。 

なお、食育に関心がある人ほど食育を実践しており、心身の健康を保つ上での食育

の重要性を伝え、関心を高めることが必要です。 

 

 

食育の実践度 

 

 

 

 

 

 

【食育の関心度別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：三島市の食育推進に関する調査 

 

 

 

N =

平成24年度調査 1004

平成19年度調査 747 5.0

4.4

49.4

44.8

25.6

27.4

10.7

12.1

1.9

2.9

4.3

7.2

3.2

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

関心がある 265

どちらかといえば関心
がある

471

どちらかといえば関心
がない

158

関心がない 53

わからない 50

1.3

1.9

12.5

8.0

11.4

51.2

70.2

40.0

37.7

51.9

28.0

7.5

10.0

9.4

13.9

14.4

7.5

32.1

4.4

0.8

0.4

38.0

20.8

16.5

3.2

0.4

4.0

0.6

0.4

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
5.04.4 49.444.8 25.627.4 10.712.1 1.92.9 4.37.2 3.21.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

積極的にしている できるだけするようにしている あまりしていない

したいと思っているが、実際にはしていない したいとは思わないし、していない わからない

無回答



第３章 食育の推進に関する基本方針 

14 

 

 

第３章
  

食育の推進に関する基本方針
 

 

１ 基本目標 

食を取り巻く環境は、私たちの暮らしの様々な分野に影響を与えています。これら

の影響は、健康への影響、心への影響、食の安全への影響、食文化への影響、環境へ

の影響というように大きく５つの分野に分けられます。 

そこで、影響のある５つの分野を基本目標とし、食育によって目指す目標及び進め

るべき方向を明らかにします。特に健康については、生涯にわたる各ライフステージ

で健康課題や健康への影響が異なることから、「基本目標Ⅰ 健康な体を保つ」につい

ては、ライフステージを意識した取り組みを進めます。 

 

 

 

 

 

  
 

栄養が偏った食事や不規則な食生活が、生活習慣病などの 

様々な病気を引き起こす主要な原因の一つと考えられています。 

現状では、バランスのとれた規則正しい食事の実践が十分と 

は言えません。 

このため、生まれる前から高齢期まで、各ライフステージに応じて望ましい食生活

の実践を促進するとともに、生涯にわたる健康を保持・増進するために食と関わりの

深い歯・口や骨の健康づくりを進めます。 

イラスト挿入 

「健康な体を保つ」ために Ⅰ 
目標 
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「豊かな心を育む」ために 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

核家族化やライフスタイルの多様化などによって、家族団ら 

んで食卓を囲む機会の減少や食事を通したしつけや家庭教育力 

の低下が、子どもたちのコミュニケーション能力の低下や感情 

表現の未熟さ、心の不安定さに影響しています。 

現状では、朝食を家族そろって食べる人の割合が低くなって 

おり、このため、家族団らんの機会を通じ、家族の会話や調理体験など楽しい食の確

保について働きかけます。また、家庭教育の一環として、食育により子どもの健全な

心身の育成を支援します。 

 

 

 

 

  
 

食に関する多くの情報が氾濫する中、産地や期限の偽装表示、 

輸入食品への化学物質混入、食中毒の発生などの衛生管理や 

東日本大震災以降の放射能汚染食物に対する不安が広がって 

います。また、大きな災害が発生した場合、食料をどのように 

確保するかなどの問題が起こります。 

安全な食生活を営む上では、一人ひとりに食品の安全性に関する基礎的な知識の習

得が求められますが、現状ではその知識がある人は約６割にとどまっています。この

ため、生産者や事業者による食の安全の確保はもとより、関係機関の連携により食品

や食材の健康への影響について情報共有と透明性が確保された情報提供を行います。

同時に、自ら食に関する知識を習得し、食を選択できる賢い消費者の育成を目指しま

す。 

また、災害に対する備えへの情報提供や、災害時の食事支援体制を整備するととも

に、災害時の過酷な状況下で命をつなぐためにも、日ごろからの体力づくり、健康づ

くりが大切であることを啓発します。

イラスト挿入 

「食の安全・安心」のために 

イラスト挿入 

Ⅱ 
目標 

Ⅲ 
目標 
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Ⅳ 
目標 

Ⅴ 
目標 

 

 

 

 

  
 

食の欧米化等により、日本型食生活が崩れてきていますが、 

日本の食文化や郷土の食材、伝統料理があらためて見直され 

ています。また、海外依存による食料自給率の低下が問題と 

なっています。 

現在、“地産地消・旬産旬消”の認知度は高くなってきていますが、今後も日本型

食生活の再認識と“地産地消・旬産旬消”を推進し、地域固有の食習慣、食文化の継

承を目指し、その実践のため、支援の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

  
 

家庭における食事の食べ残しや、作りすぎから出る食品残さや、 

食品事業者における生ごみの問題等、食に関するエネルギーの 

消費や食料輸送に伴う環境負荷など、私たちの食生活を支える 

ために発生する環境問題が社会的な課題となっています。 

現状では、食べ残しを減らす努力をしたり、作りすぎに注意している人は約９割を

占めていますが、今後も、自然の恵みに感謝する心を育成し、一人ひとりが食材を無

駄にすることなく、環境にやさしい食生活が実践できるよう、環境教育の充実を目指

します。 

 

 

 

 

 

イラスト挿入 

「食文化を守り、育てる」ために 

イラスト挿入 

「環境を未来に引き継ぐ」ために 
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２ 長期的な目的（スローガン） 

三島市では、「食育」を生涯にわたるテーマとし、第１次計画から引き続き、健康の

維持・増進、心の育成、食の安全性の確保、食文化の継承、環境の保全の５つの目標

を掲げ、「食育」を推進します。 

また、いきいきとしあわせに過ごすためには、心身ともに「健康」であることが基

本であり、すべての市民が自らの健康を守るため、胎児期から高齢期に至るすべての

ライフステージで「食育」を実践していくことが望まれます。 

三島市には、富士山からの清らかな『湧水』と箱根西麓のおいしい野菜など風土に

適し、親しまれてきた食文化があります。こうした地域の食を子どもから大人まで皆

で楽しみながら学ぶことで、「食」に関する適切な判断力を身に付け、健康につながる

食育を実践していくことをめざし、「楽しく食べて、豊かな心と健康を育む三島の食育」

をスローガンに掲げ、市全体で食育に取り組みます。 
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３ 推進主体 

（１）実践の場の確保 

長期的な目的（スローガン）実現のため、

食の重要性を認識し、個人はもとより、最も

重要な家庭において主体的に食育が実践され

るよう啓発します。さらに、食育を全市的な

活動として拡大していくことが不可欠なこと

から、保育園や幼稚園、小、中学校など保育・

教育の場や事業所等の職場をはじめ、地域社

会のあらゆる場で積極的な取り組みがなされ

るよう実践の場や機会の確保を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践の場・食育への

取り組みの広がり 

 

保育園 
幼稚園 
学校 
職場 

地域 

家庭 

個人 
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（２）産・官・学・民との協働による推進 

食育を市民運動として定着させていくためには、市民、事業者・生産者、行政の各

主体がそれぞれの役割を果たすとともに、一丸となって取り組むことが必要です。ま

た、三島市には食物栄養専門の学科を備える大学があることから、このような学術研

究機関の持つ専門的知識やノウハウを市民に還元できるよう連携を深めていくことが

大切です。 

そこで、「協働のまち 三島」として、産（事業者・生産者）、官（国・県・市）、学

（教育・研究機関）、民（市民・消費者）の連携・協働により、市民一人ひとりが「健

やかで幸せ」と感じられる“健幸”都市みしまづくりの一環として、食育を全市的に

広げていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

官 
国・県・市 

学 
教育・研究機関 

民 
市民・消費者 

産 
事業者・生産者 

協働 

○安全な食材及び情報

の提供 

○農業体験機会の提供 

○自然の恩恵と食に関

わる人々の活動への

理解の醸成 

 

○食育に関する施策の

総合的かつ計画的な

推進 

○食の大切さへの意識

啓発 

○国・県と協力した広域

的な食育の推進 

○食に関する知識、選択

力の習得 

○家庭や地域における

食育の実践 

○食を通した子どもへ

のしつけや家族団ら

んの実践 

○食を学ぶ機会の提供 

○保護者等への家庭内

における食育の実践

啓発 

○大学による食育の実

施 
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４ 推進体系 

基本目標ごとに取り組みの方向を示します。 

 

スローガン  基本目標  取り組みの方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）望ましい食生活の実践 

（２）健康な歯・口や骨の 

維持・増進 

（２）食に関する理解の促進と

感謝の心の育成 

（１）生産者・事業者、消費者等

による食の安全の確保 

（２）災害等に備えた食に関す

る知識と実践力の育成 

（１）日本型食生活の再認識 

と実践 

（２）地産地消・旬産旬消の 

推進 

（１）自然の恵みに感謝する 

心の育成 

（２）環境にやさしい食育の 

推進 

（１）共食による楽しい食の 

推進 

Ⅰ 「健康な体を保つ」ために 

Ⅱ 「豊かな心を育む」ために 

Ⅲ 「食の安全・安心」のために 

Ⅳ 「食文化を守り、育てる」 

ために 

Ⅴ 「環境を未来に引き継ぐ」 

ために 

新 

ス 

ロ 
ー 

ガ 

ン 
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５ 数値目標 

 

（１）第２次計画全体の目標 

 

第２次計画全体の目標 

 指標名称 食育に関心のある人の割合 

 
対象 成人 

 
現状値 73.3％ 目標値 90.0％以上 

 
数値根拠 

三島市の食育推進に関する 

アンケート調査 

 

 

（２）第２次計画基本目標別の目標 

 

①「健康な体を保つ」ために 

 指標名称 肥満傾向の児童・生徒の割合 

 
対象 児童・生徒 

 
現状値 7.1％ 目標値 6.5％以下  

 
数値根拠 三島市学校保健会「三島の子ども」 

 

指標名称 肥満（ＢＭＩ25 以上）の割合 

対象 40 歳以上 男性 対象 40 歳以上 女性 

現状値 23.8％ 目標値 20.0％以下 現状値 19.3％ 目標値 15.0％以下 

数値根拠 三島市国民健康保険 特定健康診査 

 

指標名称 朝食を毎日食べる人の割合  指標名称 
バランスのとれた朝食をとってい
る幼児・児童・生徒の割合 

対象 20 歳代 
 

対象 幼児・児童・生徒 

現状値 68.3％ 目標値 85.0％以上 
 

現状値 43.8％ 目標値 80.0％以上 

数値根拠 
三島市の食育推進に関する 

アンケート調査 

 
数値根拠 

静岡県教育委員会 

朝食摂取状況調査 
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指標名称 
食事バランスガイド等を参考に
食生活を送っている人の割合 

 

指標名称 

内臓脂肪症候群（メタボリックシ
ンドローム）の予防や改善のため
の適切な食事、運動等を継続的に
実践している人の割合の増加 

対象 20 歳以上 
 

対象 成人 

現状値 19.5％ 目標値 30.0％以上 
 

現状値 41.5％※ 目標値 50.0％※ 

数値根拠 
三島市の食育推進に関する 

アンケート調査 

 
数値根拠 － 

※現状値は第２次食育推進基本計画における国の数値です。 

指標名称 
よく噛んで味わって食べている
人の割合 

   

対象 成人 
 

  

現状値 51.1％ 目標値 80.0％以上 
 

    

数値根拠 
三島市の食育推進に関する 

アンケート調査 

 
    

 

 

②「豊かな心を育む」ために 

 指標名称 
調理体験を実施している幼稚園・
保育園の割合 

 
対象 ３歳以上児対象の幼稚園・保育園 

 
現状値 91.7％ 目標値 100.0％ 

 
数値根拠 三島市健康づくり課調査 

 

   指標名称 
朝食又は夕食を家族と一緒に食
べる「共食」の回数の増加 

  
 

対象 成人 

    
 

現状値 － 目標値 週10回以上 

    
 

数値根拠 － 
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③「食の安全・安心」のために 

 指標名称 
食品の安全性に関する基礎的な知
識を持っている人の割合 

 
対象 20 歳以上 

 
現状値 61.9％ 目標値 80.0％以上 

 
数値根拠 

三島市の食育推進に関する 

アンケート調査 

 

 

 

④「食文化を守り、育てる」 

ために 

 指標名称 
学校給食における地場産物を使用
する割合 

 
対象 食材数ベース 

 
現状値 38.0％ 目標値 40.0％以上 

 
数値根拠 

三島市教育委員会 学校教育課 

調査 

 

 

 

⑤「環境を未来に引き継ぐ」 

ために 

 指標名称 
食べ残しを減らす努力をしたり、
作りすぎに注意している人の割合 

 
対象 成人 

 
現状値 88.0％ 目標値 100.0％ 

 
数値根拠 

三島市の食育推進に関する 

アンケート調査 
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第４章
  

取り組みの内容
 

  

１ 食育推進重点プロジェクト 

 

プロジェクト１ あらゆる世代への食育の推進 

人間は、毎日食事をして生活をしていま

す。その食事は生涯にわたってこころと体を

育み、次の世代に引き継いでいきます。その

ため、子どもから高齢者まで、生涯にわたっ

て市民一人ひとりが食育を実践できるよう、

すべてのライフステージに応じた食育の取

り組みを推進します。 

特に「大人の食育」に着目し、若い女性の低体重（やせ）問題への対策や単

身世帯の健康づくり支援策として、「若い世代への料理・食育講座」や「単身者

向けの料理・食育講座」など、成人向けのアプローチを強化し、日頃から実践

できる食育の提案を行います。 

 

プロジェクト２ 家族・地域の食による絆づくり 

家族で食卓を囲み、共に食事をとりながら

コミュニケーションを図り、家族の絆を深め

る共食は食育の原点であるので、「三島市民

家族団らんの日」などあらゆる機会を通じ

て、共食の機会の普及・啓発を図ります。 

また、あらゆる世代で増加傾向にある単身世帯など、家族と食卓を囲むこと

ができない人にも、友達を誘って一緒に食事をすること、地域の祭りやイベン

ト及び食事会に参加することなどを啓発し、食による家族や仲間及び地域の絆

づくりを推進します。 

イラスト挿入 

イラスト挿入 
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２ 目標別取り組み内容 

 

基本目標Ⅰ 「健康な体を保つ」ために  

 

〔現状と課題〕 

食は健康の基本です。健康の保持・増進を図るためには、適切な栄養摂取や望

ましい食生活を送ることが大切になります。 

本市では、すべてのライフステージに向け、バランスのよい食事と規則正しい

食生活に関する啓発や教育を実施してきました。この結果、男女の肥満（ＢＭＩ 

25 以上）の割合や肥満傾向の子どもの割合は低くなってきました。しかし、若

い女性の低体重（やせ）の増加などの問題もあり、今後も適正体重について正し

い認識を促し、食事バランスガイド等を活用してバランスのとれた食生活の実践

に向けた働きかけが必要です。 

規則正しい食生活の面では、20 歳以上の朝食欠食が依然みられます。時間が

ないことなどを理由に朝食を欠食する傾向がありますが、朝食は午前中の活動エ

ネルギーをとるためにも必要なものです。こうした朝食の大切さを伝え、朝食を

含めた三食を規則正しく、バランスよく食べることが必要です。 

本市では乳幼児に対し、健診や母子保健関連事業により、啓発や指導を行って

きました。幼少期から望ましい食生活を身に付けるため、今後も、家庭を通じた

食育の推進が必要です。また、新たに 20 歳以上の若年層を対象として捉え、産

業保健や事業所との連携による食育推進が求められます。 

食を通して健康を維持・増進するためには歯や口の健康も欠かせません。十分

に歯・口を使う食べ方は栄養摂取だけでなく、味わいや心のくつろぎ、顔の表情

や発声などにも影響があります。本市の調査では、よく噛んで味わって食事をし

ている人は約 5割となっています。このため、噛むことの大切さを伝え、実践に

つながる歯・口の健康づくりと子どもから高齢者までライフステージに応じた口

腔ケアの指導が必要です。 
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各ライフステージで健康課題や健康への影響が異なるため、「基本目標Ⅰ 健

康な体を保つ」では、以下の必要な取り組みが考えられます。 
 

 

ライフステージ 必要な取り組み 

胎児期・妊娠期 
安全な出産と胎児への影響を考慮した適切な栄養

と規則正しい生活リズムの確立 

乳幼児期（０～５歳） 
栄養バランスのとれた食事で成長を促し、規則正し

い食事により生活リズムを整える 

学童期・思春期 

（６～18歳） 

食の基本的知識の習得と体験機会による食への関

心の高揚 

青年期（19～39歳） 生活習慣病の予防、食の選択力の養成 

壮年期（40～64歳） 生活習慣病の予防、次世代への食育の伝承 

高齢期（65歳以上） 
栄養バランスのとれた食事と歯・口の健康づくりの

実践 
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朝食摂取状況（性・年齢別） 

 

 

【性・年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よく噛んで味わっている状況（性・年齢別） 

【性・年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

男性　20歳代 55

　　　　30歳代 60

　　　　40歳代 55

　　　　50歳代 73

　　　　60歳代 89

　　　　70歳以上 108

女性　20歳代 71

　　　　30歳代 99

　　　　40歳代 88

　　　　50歳代 100

　　　　60歳代 90

　　　　70歳以上 110 72.7

67.8

50.0

59.1

45.5

49.3

59.3

47.2

30.1

32.7

36.7

36.4

2.7

8.9

11.0

14.8

18.2

8.5

15.7

13.5

19.2

36.4

26.7

21.8

24.5

22.2

39.0

26.1

36.4

40.8

25.0

39.3

50.7

30.9

36.7

41.8

1.1

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男性　20歳代 55

　　　　30歳代 60

　　　　40歳代 55

　　　　50歳代 73

　　　　60歳代 89

　　　　70歳以上 108

女性　20歳代 71

　　　　30歳代 99

　　　　40歳代 88

　　　　50歳代 100

　　　　60歳代 90

　　　　70歳以上 110 100.0

94.4

93.0

87.5

83.8

73.2

95.4

92.1

79.5

80.0

70.0

61.8

4.4

3.0

6.8

8.1

18.3

0.9

2.2

5.5

10.9

6.7

16.4

1.1

2.0

4.0

1.4

1.9

1.1

5.5

3.6

11.7

3.6

2.0

5.7

4.0

7.0

1.9

4.5

9.6

5.5

11.7

18.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

61.870.0 80.079.5 92.195.473.2 83.887.593.094.4100.0 16.46.7 10.95.5 2.20.918.3 8.16.8 3.04.43.611.7 3.65.5 1.11.91.44.02.01.118.211.75.59.64.51.97.04.05.72.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日食べる 週に２～３日食べないことがある

週に４～５日食べないことがある 食べない

無回答

36.436.732.730.1 47.2 59.349.345.5 59.150.0 67.872.7 21.826.736.419.2 13.5 15.78.518.2 14.811.0 8.92.7 41.836.730.950.7 39.3 25.040.836.426.139.0 22.224.5 1.41.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

味わって食べている 味わって食べていない どちらでもない 無回答

資料：三島市の食育推進に関する調査 
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【取り組みの方向】 

（１）望ましい食生活の実践 

子どもだけでなく胎児期から高齢期までのすべての世代において、バランスのとれ

た規則正しい食生活の実践を促進します。 

 

【具体的取り組み】 

 

 

・朝、昼、晩と、１日三食きちんと食べます。 

・「早寝早起き朝ごはん」を実践します。 

・バランスのとれた朝食を食べます。 

・食事バランスガイドなどの指針を活用して、１日に必要な栄養に配慮します。 

・食育に関心を持ち、様々な情報や食に関する講演会などを活用します。 

・子どもの頃から望ましい生活習慣を身に付け、食を選択する力を育てます。 

・自分自身の体重や健康状態、適切な摂取カロリーを把握します。 

・年齢や身体に応じた食事と運動を実践します。 

基本目標 取り組みの方向 具体的取り組み 

Ⅰ
 

「
健
康
な
体
を
保
つ
」
た
め
に 

（１）望ましい食 

生活の実践 

（２）健康な歯・ 

口や骨の 

維持・増進 

■「早寝早起き朝ごはん」運動の推進 

■食事バランスガイドの普及・啓発 

■食育に関する情報提供 

■家庭における食育の推進 

■妊婦及び乳幼児の保護者向け栄養教育・栄養相談

の充実 

■小中学生・幼稚園児・保育園児に向けた食育の推

進 

■若年層に向けた食育の推進 

■壮年層への食生活の改善指導と調理実習機会等の

充実 
■高齢者に向けた食育の推進 
 

■健康な歯の維持・増進 

■よく噛んで食べる習慣づくり 

■健康な骨を認識する機会の充実 
 

 

市民の役割 
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●主な事業 

「早寝早起き朝ごはん」運動の推進 ・「早寝早起き朝ごはん」運動の推進 

成長期の子どもにとって「よく体を動かし、

よく食べ、よく眠る」という基本的生活習慣

は必要不可欠なものです。このため、子ども

の生活習慣の乱れを個々の家庭の問題として

見過ごすことなく、地域社会全体として「早

寝早起き朝ごはん」運動を展開します。 

 

 

 

 

 

●主な事業 

食事バランスガイドの普及・啓発 ・食事バランスガイドの配布・各種講座

等での啓発 

・食事バランスガイドを活用した料理教

室の実施 

・販売事業者や飲食店等における食事バ

ランスガイドの普及・啓発 

食事の望ましい組み合わせや適切な量を理

解し、実践するための食事バランスガイドに

ついて啓発し、家庭で活用できるよう理解の

浸透を図ります。 

 

 

 

 

 

●主な事業 

食育に関する情報提供 ・食育講演会 

・給食レシピ・メニューの提供及び料理

教室 

・食育出前講座 

・図書館における食育関連資料の充実 

・事業者の協力による食育啓発 

・ヘルシーメニュー推進事業 

食に関して市民が理解を深めるとともに、

自ら食を選択する能力を高め、食育を実践で

きるよう、食育講演会や出前講座等を通じて

食育に関する情報提供と啓発に努めます。ま

た、市内事業者にも協力をいただきながら食

育啓発を進めます。 

 

 

行政・地域の役割 
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●主な事業 

家庭における食育の推進 ・三島市民家族団らんの日の啓発 

・離乳食講習会 

・１歳６か月児健康診査、３歳児健康診

査、２歳児健康相談会、乳幼児相談会 

・子育て支援施設等における研修会等 

・親子料理教室、おやつづくり教室 

・幼児期の家庭教育セミナー、 

「みんなで子育て」推進事業 

・スマイル子育て講座 

・みしま教養セミナー、食育関連講座 

・家庭における食育の内容や献立の情報

提供 
 

家庭は、食育実践の場として重要な役割を

担っています。このため、食事を通しての親

子のふれあいや生活リズムの向上、快食・快

便など望ましい食生活を確立できるよう、健

康や子育て支援、生涯学習の側面から各種相

談や親子で参加できる講座等を通じて家庭で

の食育に関する取り組みを支援します。 

 

 

 

 

 

●主な事業 

妊婦及び乳幼児の保護者向け栄養教育・ 

栄養相談の充実 
・離乳食講習会（再掲） 

・１歳６か月児健康診査、３歳児健康診

査、２歳児健康相談会、乳幼児相談会

（再掲） 

・訪問栄養相談 

・パパママセミナー（プレパパ料理教室） 

・マタニティセミナー 

・子育て支援施設等における研修会等 

（再掲） 

 

出産する前から生活習慣や食生活を望まし

いものとするため、妊娠時の夫婦や乳幼児の

保護者に対し、講座や各種健診等を通じて栄

養指導を充実します。また、妊婦や乳幼児の

それぞれの成長段階ごとに、各種相談や指導、

教室等を充実します。 
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●主な事業 

小中学生・幼稚園児・保育園児に向けた食

育の推進 
・学校給食の充実 

・小中学校・幼稚園・保育園における食育

の充実 

・食育年間活動計画の策定 

・食育出前授業 

・食育教室（味覚教室） 

 

小学校・中学校・幼稚園・保育園では年間

を通して体系的に食育活動を行います。また、

家庭と連携し、食育に関する情報を共有する

ことで子どもの食育を推進します。 

学校給食については、安全・安心でバラン

スのとれた給食を提供し、子どもの体力の向

上を図るとともに、子ども自身が自らの食事

と健康、地場産物等を学ぶ機会として有効活

用します。 

 

 

 

 

 

 

●主な事業 

若年層に向けた食育の推進 ・パパママセミナー（プレパパ料理教室） 

（再掲） 

・マタニティセミナー（再掲） 

・若い世代への料理教室 

・若い世代への食育啓発 

・単身者への食育啓発 

生活習慣病予防や次世代を産み育てるた

め、子育て世代をはじめ、これから結婚する

若年層を対象に、望ましい食生活の啓発と自

らの食生活を振り返り、適切な栄養のバラン

スや量の食事、味覚、安全な食材の選び方な

どを学び、実践に結びつくよう働きかけます。 

また、若い女性の低体重（やせ）の増加の

問題もあることから、適正体重について正し

い認識を促すような啓発を行います。 
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【具体的取り組み】 

 

 

 

●主な事業 

壮年層への食生活の改善指導と調理 

実習機会等の充実 
・総合健康相談会 

・栄養個別相談 

・生活習慣病予防講座 

・健康づくり料理教室 

・各種料理講習会 

・男性向け料理教室 

・各種女性学級・団体料理教室 

・単身者への食育啓発（再掲） 

メタボ健診の結果等を参考に、生活習慣の

問題点を見つけ出し、保健師・栄養士による

食生活の改善に向けた個別相談を実施しま

す。 

また、生活習慣病の予防に向けて、食事や

運動の大切さを認識し、健康保持・増進を図

るための知識と手法を生活に取り入れていけ

る講座を実施するとともに、自らの食生活を

振り返り、薄味に心掛けるなど適切な栄養の

バランスや量の食事、味覚、安全な食材の選

び方などを学ぶため、調理体験の機会を充実

します。 

 

 

 

 

 

 

●主な事業 

高齢者に向けた食育の推進 ・一人暮らし高齢者等給食サービス 

・食育出前講座（再掲） 

・介護予防普及啓発事業 

・通所型介護予防事業 

・単身者への食育啓発（再掲） 

健康寿命を延伸できるよう健康の保持を支

援するため、高齢者へバランスのとれた食事

を提供するとともに、貧血、骨粗しょう症や

加齢による口腔機能低下など、高齢者の特徴

に配慮した食育・食べ方などを啓発します。 
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【取り組みの方向】 

（２）健康な歯・口や骨の維持・増進 

生涯を通じて心身ともに健やかで幸せな生活を営むため、歯・口の健康づくりやよ

く噛んで食べることの大切さを啓発するとともに、効果的なむし歯予防方法を普及し、

歯周病検診の受診を働きかけます。 

また、骨折による寝たきりを防ぐためにも、適度な運動・栄養による丈夫な骨作り

を推進します。 

 

 

【具体的取り組み】 

 

 
 

・食後に歯磨きをします。 

・子どもの頃から食後の歯磨き習慣を身に付けます。 

・ひとくち 30回以上、よく噛んで食べます。 

・定期的に歯科検診を受診します。 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

市民の役割 
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●主な事業 

健康な歯の維持・増進 ・健口教室 

・８０２０運動の推進 

・歯周病検診の充実 

・母子への歯科指導と定期歯科管理の 

実施 

・歯科出前講座 

・介護予防普及啓発事業（再掲） 

・通所型介護予防事業（再掲） 

 

妊産婦や乳幼児、小中学生、高齢者などラ

イフステージの特性に応じた歯・口の健康づ

くりに関する知識の普及を行い、むし歯予防

を進めるとともに、歯周病検診を実施します。  

 

 

 

 

●主な事業 

よく噛んで食べる習慣づくり ・健口教室（再掲） 

・母子への歯科指導と定期歯科管理の 

実施（再掲） 

・歯科出前講座（再掲） 

より健康的な生活に向けて、各種講座や健

診機会において、ゆっくり噛んで食べる効果

について伝え、ひとくち 30 回以上噛むこと

を目標とした「噛ミング３０（カミングサン

マル）」を目指して、各ライフステージに応じ

た食べ方の支援、窒息などの予防を含めた食

べ方の支援などを充実します。 

 

 

 

 

 

●主な事業 

健康な骨を認識する機会の充実 ・健骨教室 

・骨元気よろず健康相談会 

・骨粗鬆症検診・講座 

 

骨がもろくなると、ちょっとしたことで骨

折し、高齢者ではそのまま寝たきりになって

しまうことがあります。自分の現在の骨の状

態を知り、適度な運動と栄養による骨量の増

加・維持を図るための機会を充実します。 

 

行政・地域の役割 
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基本目標Ⅱ 「豊かな心を育む」ために  

 

〔現状と課題〕 

子どもにとって、日常生活の基盤である家庭での食事は、生涯にわたる健全な

心身や豊かな人間性を育む重要な意味を持ち、家族が食卓を囲んで共に食事をと

りながらコミュニケーションを図ることは食育の原点です。家族が一緒に食事を

共有することを「共食」として、国の第２次食育推進計画では重点課題に位置づ

けられています。 

本市では、共食を推進するため、食育の日に当たる毎月 19 日を「三島市民家

族団らんの日」とし、家族や友人等で楽しく食卓を囲むきっかけづくりに努めて

きました。しかし、市民意識調査結果では、「三島市民家族団らんの日」の認知

度は低く、実際に家族そろって食べる人は、夕食で約 5割に留まっています。 

このため、今後も学校等を通じた家庭への啓発や企業との連携により「三島市

民家族団らんの日」を普及させるとともに、団らんの中で食事のマナーやあいさ

つ習慣を定着させる働きかけが必要です。 

また、食育は考え方を学ぶだけでなく、日々の調理や食事と深く結びついてお

り、体験することが重要になります。農業体験や調理体験を通じて、私たちの食

生活が自然の恩恵の上に成り立ち、食事をいただくまでに生産者をはじめ多くの

人々の苦労や努力に支えられていることを理解することは、食への感謝の気持ち

を育むことにつながります。 

本市では、食農体験学習を実施し、食への関心が高くなってきていますが、今

後もこうした活動を継続していくことが必要です。調理体験として実施している

各種料理教室等は市民が関心を持つことができるよう開催内容を工夫し、実施し

てきました。今後は参加者が固定化しないよう、幅広い市民の参加促進を図り、

市民一人ひとりの食育実践につなげることが必要です。 
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「三島市民家族団らんの日」の認知度（性・年齢別） 

 

 

 

 

【性・年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：三島市の食育推進に関する調査 

 

家族との食事の状況 

 

 

 

 

 

 

 

資料：三島市の食育推進に関する調査 

N =

①朝食 1004

②夕食 1004 46.5

35.0

26.7

26.0

12.8

18.0

11.2

15.6

0.2

3.7

1.9

0.9

0.7

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12.711.718.212.314.616.714.125.323.921.013.322.7 87.388.381.886.383.182.485.973.776.178.086.775.5 1.42.20.91.01.01.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答

N =

男性　20歳代 55

　　　　30歳代 60

　　　　40歳代 55

　　　　50歳代 73

　　　　60歳代 89

　　　　70歳以上 108

女性　20歳代 71

　　　　30歳代 99

　　　　40歳代 88

　　　　50歳代 100

　　　　60歳代 90

　　　　70歳以上 110 22.7

13.3

21.0

23.9

25.3

14.1

16.7

14.6

12.3

18.2

11.7

12.7

75.5

86.7

78.0

76.1

73.7

85.9

82.4

83.1

86.3

81.8

88.3

87.3

1.8

1.0

1.0

0.9

2.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

46.535.0 26.726.0 12.818.0 11.215.6 0.23.71.90.90.70.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族そろって食べる 家族の誰かと食べる ひとりで食べることが多い

ひとりで食べる 食べない その他

無回答

N =

平成24年度調査 1004 17.7 81.5 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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ひとりで食べる理由 

 

 

 

 

 

 

 

資料：三島市の食育推進に関する調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

平成24年度調査 398

平成19年度調査 268 8.2

9.5

50.4

48.7

0.7 1.9

1.5

19.4

20.1

3.0

4.0

1.5

1.8

14.9

14.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9.58.2 48.750.4 0.71.51.9 20.119.4 4.03.01.81.5 14.314.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分が忙しいから 家族との時間があわないから 家族で食べる習慣がないから

ひとりで食べたいから ひとり暮らしだから その他

特にない 無回答
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【取り組みの方向】 

（１）共食による楽しい食の推進 

家族が食卓を囲んで共に食事をとりながらコミュニケーションを図り、家族の絆を

深める共食は、食育の原点であるので、共食の機会の普及・啓発を図ります。また、

家族や友人と食を楽しむことで、食生活を見直す機会とします。 

 

【具体的取り組み】 
 

 

 

・普段から共食に心掛け、家族団らんの日には家族や友人と楽しく食事をします。 

・食に関する地域の行事やイベントに積極的に参加します。 

・周りの人を誘って料理体験や農業体験などのイベントに参加します。 

 

 

Ⅱ
 

「
豊
か
な
心
を
育
む
」
た
め
に 

（１）共食による 

楽しい食の 

推進 

（２）食に関する 
理解の促進 
と感謝の心 
の育成 

基本目標 取り組みの方向 

■家族団らんの機会の充実 

■食を通じた交流機会の充実 

■家庭における食育の推進 [再掲] 

 
 

■食に関する体験活動の充実 

■学校における食育の組織的な推進 

■家庭教育の支援の充実と食育を学ぶ機会の充実 

■家庭における食育の推進 [再掲] 
 

 

 

具体的取り組み 

市民の役割 
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●主な事業 

家族団らんの機会の充実 ・三島市民家族団らんの日の啓発（再掲） 

・わが社の家族団らんの日の啓発 
家族団らんの機会の創出に向け、広く市民

へ「三島市民家族団らんの日」の普及・啓発

を図ります。また、「ノー残業デー」の創設や

「仕事と家族の調和（ワーク・ライフ・バラ

ンス）」の実現への取り組みなど、各事業所が

長年にわたり培ってきたノウハウを生かし、

「わが社の家族団らんの日」行動宣言の実施

を推進します。 

 

 

 

 

 

 

●主な事業 

食を通じた交流機会の充実 ・親子料理教室・おやつづくり教室 

・男性向け料理教室（再掲） 

・地域行事・イベントにおける食を 

通じた交流機会の充実 

 

共同で料理をつくる楽しさや絆の大切さを

実感するため、親子や地域、世代間において

食を通じた交流機会を提供します。 

また、地域で開催される行事・イベント等

において食をテーマに取り上げ、食を通じた

地域交流の機会を増やし、家族や仲間及び地

域の絆づくりを推進します。 

 

 

 

 

 

 

行政・地域の役割 
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●主な事業 

家庭における食育の推進 [再掲] ・三島市民家族団らんの日の啓発（再掲） 

・離乳食講習会（再掲） 

・１歳６か月児健康診査、３歳児健康診

査、２歳児健康相談会、乳幼児相談会

（再掲） 

・子育て支援施設等における研修会等 

（再掲） 

・親子料理教室・おやつづくり教室 

（再掲） 

・幼児期の家庭教育セミナー、 

「みんなで子育て」推進事業（再掲） 

・スマイル子育て講座（再掲） 

・みしま教養セミナー、食育関連講座 

（再掲） 

・家庭における食育の内容や献立の情報

提供（再掲） 

 

家庭は、食育実践の場として重要な役割を

担っています。このため、食事を通しての親

子のふれあいや生活リズムの向上、快食・快

便など望ましい食生活を確立できるよう、健

康や子育て支援、生涯学習の側面から各種相

談や親子で参加できる講座等を通じて家庭で

の食育に関する取り組みを支援します。  
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【取り組みの方向】 

（２）食に関する理解の促進と感謝の心の育成 

様々な農業体験や調理体験の機会を提供するとともに、周知活動を積極的に行い、

市民の食に関する理解と感謝の念が深まる取り組みを推進します。 

 

 

【具体的取り組み】 

 

 
 

・食農イベントに参加したり、家庭菜園などで農業体験の機会を持ちます。 

・食事のマナーなど、家庭でのしつけを行います。 

・箸の正しい持ち方を身に付けます。 

・「いただきます」、「ごちそうさま」、「ありがとう」の感謝の気持ちを表します。 

・「生きること」＝「食べること」であり、命のリレーであることを認識し、子どもに

伝えます。 

 
 

 
 

 

 

 

●主な事業 

食に関する体験活動の充実 ・食農体験学習 

・子どもたちと学校給食納入農家との 

交流 

・体験活動（作物栽培、調理実習等） 

自然の恩恵や食に関わる人々の様々な活動

への感謝の念や理解を深めること等を目的と

して、食の生産に関する一連の体験機会や生

産者との交流機会等を提供します。 

また、幼稚園・保育園や小中学校において

野菜を食材にした食農体験や作物栽培、調理

実習など体験活動を充実します。 

 

 

市民の役割 

行政・地域の役割 
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●主な事業 

学校における食育の組織的な推進 ・食育年間活動計画の策定（再掲） 

幼稚園、小中学校において、食育をテーマ

に年間活動計画を策定し、教育活動全般にお

いて体系的に食育活動を行います。 

また、各学校（幼稚園）に食育担当教員を

分掌として位置づけ、各学校において推進し

ます。 

 

 

 

 

 

 

●主な事業 

家庭教育の支援の充実と食育を学ぶ 

機会の充実 
・幼児期の家庭教育セミナー、 

「みんなで子育て」推進事業（再掲） 

・家庭教育学級 

・家庭における食育の内容や献立の情報

提供（再掲） 

・食育教室（再掲） 

家庭教育学級等を通じて食に関する講話や

調理体験の機会を提供し、家族団らんで楽し

く食事をすることの大切さや規則正しい食

事、食事時のしつけ・作法・箸の使い方など

を伝える家庭教育を支援します。 
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●主な事業 

家庭における食育の推進 [再掲] ・三島市民家族団らんの日の啓発（再掲） 

・離乳食講習会（再掲） 

・１歳６か月児健康診査、３歳児健康診

査、２歳児健康相談会、乳幼児相談会

（再掲） 

・子育て支援施設等における研修会等 

（再掲） 

・親子料理教室・おやつづくり教室 

（再掲） 

・幼児期の家庭教育セミナー、 

「みんなで子育て」推進事業（再掲） 

・スマイル子育て講座（再掲） 

・みしま教養セミナー、食育関連講座 

（再掲） 

・家庭における食育の内容や献立の情報

提供（再掲） 

 

家庭は、食育実践の場として重要な役割を

担っています。このため、食事を通しての親

子のふれあいや生活リズムの向上、快食・快

便など望ましい食生活を確立できるよう、健

康や子育て支援、生涯学習の側面から各種相

談や親子で参加できる講座等を通じて家庭で

の食育に関する取り組みを支援します。  
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基本目標Ⅲ 「食の安全・安心」のために  

 

〔現状と課題〕 

食の安全に関心が高まる中、食に関する多くの情報が氾濫しています。 

平成 23年３月 11日に東日本大震災が発生して以降、特に市民の食への不安

感は高まっており、風評被害を防ぐことからも、食品による人の健康への影響に

ついて正確な情報提供を行い、不安感を軽減することが必要です。 

本市の市民意識調査では、食品の安全性について知識を持っている人の割合が

61.9％となっており、前回調査から大きな変化がみられませんでした。このた

め、今後も講座等を活用し、知識の普及啓発を行うとともに、習得した知識に基

づいて正しく食を選択できる力を醸成することが必要です。 

また、消費者が安全・安心に食を選択できるよう、今後も食品事業者等健幸づ

くり推進店や生産者等と連携し、食に関する適正な情報提供を進めることが求め

られます。 

大きな災害が発生した場合、食に関しては、食料をどのように確保するかなど

の問題が起こります。災害に対する備えへの情報提供や、食育の実践による命を

つなぐための体力づくり・健康づくりの啓発と災害時の食事支援体制が必要です。 

 

 

食品の安全に関する知識の有無 

 

 

 

 

 
 

資料：三島市の食育推進に関する調査 

N =

平成24年度調査 1004

平成19年度調査 747 6.4

6.0

54.9

55.9

28.9

29.7

5.9

4.9

3.2

2.8

0.7

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6.06.4 55.954.9 29.728.9 4.95.9 2.83.20.80.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分に持っていると思う ある程度持っていると思う あまり持っていないと思う

全く持っていないと思う わからない 無回答



第４章 取り組みの内容 

 

45 

 

 

 

家庭で持っている震災用の備蓄食の量 

 

 

 

 

 

【世帯別】 

 

 

 

 

 

 

 

資料：三島市の食育推進に関する調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

平成24年度調査 1004 31.0 27.7 8.7 4.2 27.2 1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

31.0 27.7 8.7 4.2 27.2 1.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日～２日分 ３日分程度 ４日～６日分程度

１週間分以上 持っていない 無回答

N =

ひとり暮らし 90

１世代世帯（夫婦のみ
など）

280

２世代世帯（親と子な
ど）

494

３世代世帯（親と子、孫
など）

117

その他 16 31.3

38.5

33.8

26.8

18.9

25.0

26.5

25.1

33.6

25.6

12.5

6.0

7.1

10.7

14.4

6.3

4.3

4.5

4.3

2.2

18.8

22.2

28.3

24.3

37.8

6.3

2.6

1.2

0.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ⅲ
 

「
食
の
安
全
・
安
心
」
の
た
め
に 

（１）生産者・事業

者、消費者等

による食の安

全の確保 

（２）災害等に備え

た食に関する

知識と実践力

の育成 

基本目標 取り組みの方向 

■環境と調和のとれた農業の推進 

■健幸づくり推進店の加入促進と食育推進店の拡大 

■消費者の意識改革 

■幼児期からの食と環境を関連付けた環境教育の推

進 

■食材の本物の味を知る機会の充実 

■食に関するボランティア活動への支援 

 
 

■災害時に対する備えに関する情報提供 

■災害時に備えた対応体制の整備 

具体的取り組み 
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【取り組みの方向】 

（１）生産者・事業者、消費者等による食の安全の確保 

食の安全性が損なわれれば、健康に重大な影響・被害を及ぼす可能性があります。

このため、生産者・事業者をはじめ関係者間での情報共有や意見交換を行い、食の安

全・安心に関する情報提供を充実するとともに、食品の生産・加工・流通過程におけ

る食の安全性・信頼性の確保を図ります。 

また、消費者についても、賢い消費者として情報を正しく活用できるよう、食の安

全に関する知識の普及啓発を行います。 

 

 

【具体的取り組み】 
 

 

 

・食品の生産・加工・流通の過程に関心を持ちます。 

・減農薬栽培など、より安全性に配慮された食材を活用します。 

・安全な食材を選ぶための知識を身に付けます。 

・食品表示や添加物に関心を持ちます。 

・食品本来の味やだしの旨み、旬の食材のおいしさに関心を持ちます。 

 

 

 
 

 

 

●主な事業 

環境と調和のとれた農業の推進 ・環境保全型農業の推進 

・有機農業・自然農法の推進 

・販売店における地場商品・旬商品 

コーナーの設置・販売 

・エコファーマーの認証取得の支援 
 

安全・安心な農産物の産地育成を図るため、

有機栽培や自然農法、特別栽培農産物の推進

を図ります。 

 

 

市民の役割 

行政・地域の役割 
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●主な事業 

健幸づくり推進店の加入促進と食育推進 

店の拡大 
・健幸づくり推進店 

・三島市食育認定店 

・店舗における正しい情報提供 健康情報の発信や栄養成分表示等をしてい

る健幸づくり推進店の中から、特に食育を積

極的に推進している飲食店を「三島市食育認

定店」として認定し、市民に周知します。 

また、食品の販売店においては、産地、賞

味・消費期限、保存方法などの正しい情報の

提供を促します。 

 

 

 

 

 

●主な事業 

消費者の意識改革 ・食の安全・安心に関する講座等の充実 

・消費者団体の育成 

・給食レシピ・メニューの提供及び料理

教室（再掲） 

食品や食品表示を見る目を養うため、食の

安全・安心や添加物、食品表示に関する講座

等を開催し、知識の習得を促進します。 

また、消費者自身が食の安全・安心に配慮

した消費者行動を実践し、地域のリーダーと

しての役割を担う消費者団体の育成を図りま

す。 

 

 

 

 

 

●主な事業 

幼児期からの食と環境を関連付けた環境 

教育の推進 
・幼児環境教育推進プロジェクト 

幼児期から食への関心を高めるため、幼稚

園・保育園との協働により、食育や野菜の栽

培など食と関連付けた環境教育を実践しま

す。 
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●主な事業 

食材の本物の味を知る機会の充実 ・幼児期における味覚教育 

・公民館でのみそづくりの支援 

・食育教室（再掲） 

・味覚教室（再掲） 

食育教室や味覚教室、調理実習を通じ、添

加物等の使用を控えた食材の本来の味やだし

の旨み、旬の食材のおいしさを知る機会の充

実を図り、味覚教育を推進します。 

 

 

 

 

 

 

●主な事業 

食に関するボランティア活動への支援 ・食育推進ボランティアへの支援 

地域の身近な場所で実践につながる食育を

推進するため、自主的に食育の推進活動を行

う人材を食育推進ボランティアとして登録

し、活動を支援します。 
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【取り組みの方向】 

（２）災害等に備えた食に関する知識と実践力の育成 

災害に対しては、日頃からの備えが重要です。各家庭において食料や飲料水の備蓄

方法に関する情報提供とその周知を図ります。また、災害時の食事支援体制の構築を

図ります。 

 

 

【具体的取り組み】 
 

 

 

・地域の防災活動に参加し、災害時の対応を把握します。 

・日頃から、災害時に耐えられる健康・体力づくりを行います。 

・家庭で最低３日分の備蓄食を確保します。 

・水道水を活用し、災害時の飲料水として備蓄します。 

 

 

 
 

 

 

●主な事業 

災害時に対する備えに関する情報提供 ・総合防災訓練 

・自主防災会での防災訓練 

・飲料や飲料水等の備蓄に関する啓発 
防災訓練等の機会を活用し、家庭や地域に

おいて、災害時に備えて必要な備蓄食や備蓄

方法、必要な量についての情報提供と周知を

行います。 

 

 

 

市民の役割 

行政・地域の役割 
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●主な事業 

災害時に備えた対応体制の整備 ・災害時の栄養・食生活の改善に関する

ガイドラインの検討 

・学校給食施設を活用した炊き出し訓練 
災害時の食事支援について、高齢者や要支

援者等個別に対応が必要な方も含めた対応体

制を整備します。 
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基本目標Ⅳ 「食文化を守り、育てる」ために  

 

〔現状と課題〕 

地域で生産したものを地域で消費する“地産地消”は、新鮮で安心できる食材

の供給とともに、流通等に係る環境負荷が少なく、食料自給率を向上する上でも

重要な取り組みです。また、旬の食材を意識して食べる“旬産旬消”も生産や保

存などに係る環境負荷が少ないだけでなく、栄養価も高くおいしい食べ方となっ

ています。 

三島市では、清らかな富士山の湧水や箱根西麓三島野菜といった地場産物があ

ります。本市では、学校給食において、こうした地場産物の利用を進めてきまし

た。この結果、市民の“地産地消”の認知度は非常に高くなっています。しかし、

旬の食材や地元産農作物は特に若い世代であまり利用されていないことがわか

りました。このため、子どものころから、身近な学校給食において地場産物を食

べ、地域の自然や文化を理解できるよう、引き続き関係機関や協力事業者との連

携を強化し、地場産物の利用を促進することが必要です。 

また、箱根西麓三島野菜など農畜産物のブランドについては、各種イベント等

による浸透がうかがえます。今後も地場産物への市民の関心を高めるため、イベ

ント等を活用して家庭における“地産地消・旬産旬消”を推進することが必要で

す。 

郷土料理や伝統料理、行事食等は、その土地の食材を使い、地域独自の料理法

で作られ、食べ継がれてきたものです。市民意識調査結果では、重点的に取り組

むべき食育の分野において、前回調査に比べて食文化の継承が重要視されてきて

いることがうかがえます。今後は、この市民の関心の高さを活用し、郷土料理や

伝統料理、行事食とあわせてバランスのとれた食事である「ごはん」を中心とし

た日本型食生活への実践及び三島固有の食習慣や食文化の継承が必要です。 
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“地産地消”の認知度 

 

 

 

 

 

資料：三島市の食育推進に関する調査 

 

旬の食材を意識して食べている状況 

 

 

 

 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：三島市の食育推進に関する調査 

84.359.7 15.038.0 0.72.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答

N =

平成24年度調査 1004

平成19年度調査 747 59.7

84.3

38.0

15.0

2.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

平成24年度調査 1004

平成19年度調査 747 33.7

69.9

64.3

29.3

2.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

20歳代 126

30歳代 160

40歳代 143

50歳代 173

60歳代 180

70歳以上 218 72.5

75.6

75.7

67.1

70.0

53.2

25.2

23.9

23.7

32.9

29.4

46.8

2.3

0.6

0.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

33.7 69.9 64.3 29.3 2.00.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

意識して食べている 意識して食べていない 無回答
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地元産の農産物の使用状況 

 

 

 

 

 

【性・年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：三島市の食育推進に関する調査 

N =

平成24年度調査 1004 39.8 53.4 6.1 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男性　20歳代 55

　　　　30歳代 60

　　　　40歳代 55

　　　　50歳代 73

　　　　60歳代 89

　　　　70歳以上 108

女性　20歳代 71

　　　　30歳代 99

　　　　40歳代 88

　　　　50歳代 100

　　　　60歳代 90

　　　　70歳以上 110

20.0

25.0

23.6

34.2

37.1

47.2

38.0

42.4

33.0

47.0

52.2

51.8

58.2

68.3

67.3

61.6

51.7

44.4

56.3

53.5

59.1

49.0

45.6

44.5

21.8

6.7

9.1

4.1

10.1

5.6

5.6

3.0

8.0

3.0

2.2

2.7

1.1

2.8

1.0

1.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

39.8 53.4 6.10.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく使用する あれば使用する あまり使用しない 無回答
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重点的に取り組むべき食育の分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：三島市の食育推進に関する調査 

 

 

 

 

 

％

食生活・食習慣の改善

食品の安全性に関する理解

自然の恩恵や生産者等への
感謝・理解、農林漁業等に関
する体験活動

食を通じたコミュニケーション

郷土料理、伝統料理等の優
れた食文化の継承

食事に関するあいさつの励
行や作法の習得

環境との調和、食品廃棄の
削減や食品リサイクルに関
する活動

歯や口の健康

その他

特にない

無回答

59.7

46.9

32.9

26.2

23.2

19.9

19.6

15.1

1.9

3.6

1.9

64.3

60.8

26.9

22.5

12.0

19.3

24.2

14.1

0.5

1.9

5.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

59.7

46.9

32.9

26.2

23.2

19.9

19.6

15.1

1.9

3.6

1.9

64.3

60.8

26.9

22.5

12.0

19.3

24.2

14.1

0.5

1.9

5.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成24年度調査（N = 1004）

平成19年度調査（N = 747）
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【取り組みの方向】 

（１）日本型食生活の再認識と実践 

郷土料理や伝統料理、行事食等について掘り起こしを行い、食文化の保存と普及を

行うとともに、バランスのとれた食事である「ごはん」を中心とした日本型食生活へ

の実践を促進します。 

 

 

【具体的取り組み】 
 

 

 

・お米を中心にした日本型食生活を実践します。 

・家庭で、四季折々の行事食や郷土料理を味わいます。 

・家庭で、地域の行事食や伝統食を子どもに伝えます。 

 

 

Ⅳ
 

「
食
文
化
を
守
り
、
育
て
る
」 

た
め
に 

（１）日本型食生活の

再認識と実践 

（２）地産地消・旬

産旬消の推進 

基本目標 取り組みの方向 

■日本型食生活の素晴らしさの普及 

■行事食に関する情報提供の充実 

■郷土料理の掘り起こしと普及 

 

■三島産農産物のブランド化の推進 

■地産地消・旬産旬消の推進・啓発 

■食に関する体験活動の充実 [再掲] 

■地場産物に関する情報提供の充実 

■食育に関する情報提供 [再掲] 
 

具体的取り組み 

市民の役割 
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●主な事業 

日本型食生活の素晴らしさの普及 ・米消費拡大推進 

・伝統行事・伝統食品の再認識 

・日本型食生活のメニュー提案 

・米飯給食の実施 

・ヘルシーメニュー推進事業（再掲） 

 

イベントや料理教室等を通じて、「ごはん」

を中心とした日本型食生活の素晴らしさの普

及を図ります。 
 

 

 

 

 

 

●主な事業 

行事食に関する情報提供の充実 ・親子料理教室・おやつづくり教室 

（再掲） 

・食育出前講座（再掲） 

・食育教室（再掲） 

 

料理教室等を通じて、日本型食生活ととも

にある行事食の紹介を行い、家庭における食

文化の伝承を促進します。 

 

 

 

 

 

 

●主な事業 

郷土料理の掘り起こしと普及 ・伝統行事・伝統食品の再認識（再掲） 

・日本型食生活のメニュー提案（再掲） 
地域の郷土料理の把握を進め、料理教室等

を通じて、伝統食の情報やレシピの提供を行

い、四季折々の郷土料理を家庭で楽しめるよ

う支援します。 

 

 

 

 

 

行政・地域の役割 
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【取り組みの方向】 

（２）地産地消・旬産旬消の推進 

三島産農産物のブランド化を支援し、“地産地消・旬産旬消”の意義を広く市民に周

知するとともに、消費者と生産者の交流機会の提供により相互理解を深め、“地産地

消・旬産旬消”を促進します。 

 

 

【具体的取り組み】 
 

 

 

・市場や食のイベントに出かけ、旬の食材や三島産農産物について学びます。 

・旬の食材の大切さを知り、周りに伝えます。 

・買い物の際は、地元産の旬の農産物を選びます。 

・味付けを薄くし、食材の本来の味を楽しみます。 

・食農イベントに参加したり、家庭菜園などで農業体験の機会を持ちます。 

・食に関する地域の行事やイベントに積極的に参加します。 

 

 
 

 

 

 

 

●主な事業 

三島産農産物のブランド化の推進 ・地域営農団体等への支援 

・地元農畜産物イベントへの支援 
地域営農団体等の育成により三島産農産物

の特産化、ブランド化を支援するとともに、

“地産地消”を推進する各種イベント等を通

じて、三島産農産物のブランドの周知と普及

を図ります。 

 

 

行政・地域の役割 

市民の役割 
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●主な事業 

地産地消・旬産旬消の推進・啓発 ・学校給食への地元農産物使用 

・農産物直売所の開設やＪＡ三島函南が

開設する農産物直売所（フレッシュ）

への支援 

・毎土あり市の支援 

・三島の農産物を利用した土産品等の開

発支援 

・市ホームページ等による旬の食材やレ

シピの紹介 

・販売店における地場商品・旬商品コー

ナーの設置・販売（再掲） 

・地元産の安全な農産物の販売促進 

 

地元の食材を地元で消費する“地産地消”

や、旬の食材を使う“旬産旬消”を促進する

とともに、その意義を啓発します。 

 

 

 

 

 

 

●主な事業 

食に関する体験活動の充実 [再掲] ・食農体験学習（再掲） 

・子どもたちと学校給食納入農家との 

交流（再掲） 

・体験活動（作物栽培・調理実習等） 

（再掲） 

自然の恩恵や食に関わる人々の様々な活動

への感謝の念や理解を深めること等を目的と

して、食の生産に関する一連の体験機会や生

産者との交流機会等を提供します。 

また、幼稚園・保育園や小中学校において

野菜を食材にした食農体験や作物栽培、調理

実習など体験活動を充実します。 

 

 

 

 

 

●主な事業 

地場産物に関する情報提供の充実 ・家庭における食育の内容や献立の情報 

提供（再掲） 

・ヘルシーメニュー推進事業（再掲） 
地場産物を使用した健康的な献立の情報提

供を充実します。 
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●主な事業 

食育に関する情報提供 [再掲] ・食育講演会（再掲） 

・食育出前講座（再掲） 

・図書館における食育関連資料の充実 

（再掲） 

・給食レシピ・メニューの提供及び料理

教室（再掲） 

・事業者の協力による食育啓発（再掲） 

食に関して市民が理解を深めるとともに、

自ら食を選択する能力を高め、食育を実践で

きるよう、食育講演会や出前講座等を通じて

食育に関する情報提供と啓発に努めます。ま

た、市内事業者にも協力をいただきながら食

育啓発を進めます。 
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基本目標Ⅴ 「環境を未来に引き継ぐ」ために  

 

〔現状と課題〕 

食は自然の恩恵の上に成り立っており、将来にわたって自然環境との共生は重

要な課題です。食べ残しなどの食品廃棄については、環境面のほか、食への感謝

といった観点からも考えていく必要があります。 

市民意識調査結果では、食べ残しや作りすぎに注意している人は約９割となっ

ていますが、前回調査からは増加がみられませんでした。 

環境にやさしい食生活を実現するためにも、食への感謝の気持ちを育み、食材

を大切に使う姿勢を醸成することが必要です。 

 

 

 

食べ残しを減らしたり食事を作りすぎない取り組みの状況 

 

 

 

 

 

 

資料：三島市の食育推進に関する調査 

26.924.1 55.754.0 8.29.9 6.28.4 1.52.51.51.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

必ず取り組んでいる だいたい取り組んでいる 時々取り組んでいる

あまり取り組んでいない 全く取り組んでいない 無回答

N =

平成24年度調査 1004

平成19年度調査 747 26.9

24.1

55.7

54.0

8.2

9.9

6.2

8.4

1.5

2.5

1.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【取り組みの方向】 

（１）自然の恵みに感謝する心の育成 

環境に関する意識を高め、食べ物のありがたさ、尊さを知ると同時に、豊かな自然

環境を享受しながら継承することの大切さを実感するため、子どもの頃から食物に触

れ、作ることへの大変さを理解することができる体験学習の場の充実を図ります。 

 

 

【具体的取り組み】 
 

 

 

・三島のおいしい水を大切に味わい、節水に努めます。 

・子どもと一緒に食事の準備をし、自然の恵みに感謝する機会とします。 

・食べ残しの出ない量を考えて調理します。 

・大根の葉や皮なども使い切る、コンロの火加減を調節するなど、エコ料理を心がけ

ます。 

 

Ⅴ
 

「
環
境
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
」 

た
め
に 

（１）自然の恵み

に感謝す 

る心の育 

成 

（２）環境にやさ 

しい食育 

の推進 

基本目標 取り組みの方向 

■三島の恵まれた湧水や食材に感謝する心の育成 

■幼児期からの食と環境を関連付けた環境教育の 

推進[再掲] 

■食に関する体験活動の充実 [再掲] 

■環境と調和のとれた農業の推進 [再掲] 
 

■三島市環境基本計画との連携 

■地域循環型社会の推進 

■環境に配慮した調理と食事の実践 
 

具体的取り組み 

市民の役割 
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●主な事業 

三島の恵まれた湧水や食材に感謝する 

心の育成 
・環境保全講演会 

・ジュニアリーダー研修 

三島市は富士山からの湧水など素晴らしい

自然に恵まれ、箱根西麓を中心とした野菜な

どの食材にも恵まれています。これらの自然

の恵みに感謝する心の育成のため、食農教育

や環境教育を進めます。 

 

 

 

 

 

●主な事業 

幼児期からの食と環境を関連付けた環境 

教育の推進 [再掲] 
・幼児環境教育推進プロジェクト（再掲） 

幼児期から食への関心を高めるため、幼稚

園・保育園との協働により、食育や野菜の栽

培など食と関連付けた環境教育を実践しま

す。 

 

 

 

 

 

●主な事業 

食に関する体験活動の充実 [再掲] ・食農体験学習（再掲） 

・子どもたちと学校給食納入農家との 

交流（再掲） 

・体験活動（作物栽培・調理実習等） 

（再掲） 

自然の恩恵や食に関わる人々の様々な活動

への感謝の念や理解を深めること等を目的と

して、食の生産に関する一連の体験機会や生

産者との交流機会等を提供します。 

また、幼稚園・保育園や小中学校において

野菜を食材にした食農体験や作物栽培、調理

実習など体験活動を充実します。 

 

 

行政・地域の役割 
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●主な事業 

環境と調和のとれた農業の推進 [再掲] ・環境保全型農業の推進（再掲） 

・有機農業・自然農法の推進（再掲） 

・販売店における地場商品・旬商品 

コーナーの設置・販売（再掲） 

・エコファーマーの認証取得の支援（再掲） 
 

安全・安心な農産物の産地育成を図るため、

有機栽培や自然農法、特別栽培農産物の推進

を図ります。 
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【取り組みの方向】 

（２）環境にやさしい食育の推進 

身近な食生活における環境への負荷の軽減を図るため、買いすぎ、作りすぎに注意

し、食べ残しのない適量を心がけることや賞味期限の正しい理解の普及・啓発により、

食品の廃棄を減らす環境に配慮した調理の推進や食品リサイクルの推進に取り組みま

す。 

 

 

【具体的取り組み】 

 
 

 

・食品の包装容器等、ごみを減らすよう工夫します。 

・使い終わったてんぷら油などは廃食用油の回収に出すなど活用し、排水に流さない

ようにします。 

・生ごみの堆肥化やフリーマーケットの活用など、「３つのＲ
アール

」Ｒｅｄｕｃｅ
リ デ ュ ー ス

（減ら

す）・Ｒｅｕｓｅ
リ ユ ー ス

（再使用）・Ｒｅｃｙｃｌｅ
リ サ イ ク ル

（再生利用）に努めます。 

 
 
 

 

 

 

●主な事業 

三島市環境基本計画との連携 ・三島市環境基本計画の進行管理 

食育に関する施策を、環境施策や環境活動

と関連付け、食と環境を共に考えて、三島市

環境基本計画を計画的かつ着実に推進しま

す。 

 

 

イラスト挿入 

市民の役割 

行政・地域の役割 



第４章 取り組みの内容 

 

65 

 

 

 

●主な事業 

地域循環型社会の推進 ・家庭での生ごみ処理器購入費補助 

・生ごみ処理容器無償貸与制度の周知 

・資源・エネルギー循環推進事業 
地域循環型社会の実現に寄与するために食

品残さの堆肥化や飼料化によるリサイクル、

廃食用油の活用を進めます。 

 

 

 

 

 

 

●主な事業 

環境に配慮した調理と食事の実践 ・食材を大切にするエコ料理の普及・啓

発 

・飲食店・販売店における食べ残しの 

出ない量の工夫 

・食育出前講座（再掲） 

買いすぎない、作りすぎない、食べ残さな

い適度な量を調理することや保存の活用につ

いて啓発を行います。また、賞味期限の正し

い理解を促進し、日付だけではなく、見た目

やにおいなど五感を使って食材を判断する力

の醸成に取り組みます。 
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第５章
  

計画の推進管理
 

 

１ 推進体制 

(１)計画の周知 

食育基本計画の内容を広く市民・教育関係者・事業者等に周知するため、「広報みし

ま」・ホームページへの掲載などを行います。 

また、食育・健康づくりの各種事業やイベントや出前講座など、あらゆる場面にお

ける周知を行います。 

 

(２)推進体制 

計画を円滑に推進し、有効性を高めるためには、市民・教育関係者(教育・保育・医

療・保健等関係者並びに関係機関・関係団体)・事業者・市が情報を共有し、お互いの

役割を理解し、市民参加と協働による食育推進活動の体制づくりが必要です。 

市民、事業者等、市の役割・責務や、計画の推進体制は次のとおりです。 

 

 

①市民・教育関係者・事業者 
 

概要  市民・教育関係者・事業者は食育を実践することに加え、行政（市）ととも 

に協働で事業などを実施していくことが求められます。 

役割  食育の実践などに積極的に参加します。 

 

 

②三島市食育推進会議 
 

概要  三島市食育基本条例第 16条に基づき、市長が委嘱する委員 20名以内によ

り組織されています。 

役割  市長の諮問に応じ、食育の推進に関する事項について審議します。 

食育の推進に関する事項に関し、必要に応じて市長に意見を述べます。 
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③市 

概要 食育推進事業の実施、食育推進会議の事務局、市民や事業者等を結ぶ窓口と 

なります。 

責務 計画の進行管理や効果的な取り組みの検討、食育推進事業の実施などを行い 

ます。 
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２ 進行管理 

計画に掲げた基本目標を達成するため、取り組みの方向で示した施策の進捗状況を

チェックするとともに、数値指標を評価し、取り組みの内容を定期的に見直しを行い

ます。計画する（ＰＬＡＮ）・実行する（ＤＯ）・点検する（ＣＨＥＣＫ）・見直す（Ａ

ＣＴＩＯＮ）のＰＤＣＡサイクルを活用することにより、計画の進行管理を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＬＡＮ 

 

ＤＯ 

ＣＨＥＣＫ 

ＡＣＴＩＯＮ 

計画に基づく取り組みの実施 

第２次 三島市食育基本計画 

基本目標の数値指標及び取り組み内容の決定 

取り組み内容・施策の見直し 

毎
年
の
流
れ 

計
画
期
間
終
了
ま
で
の
流
れ 

取り組み状況のチェック 

基本目標・数値指標の見直し 

※行政評価 

目標値の達成状況の評価 

※関係課による調査等 

※市民意識調査 




